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043 学習機会の提供と環境づくりの推進

Ⅲ 人とコミュニティをはぐくむ文化のまち（文化・学習）

04 生涯にわたる学習活動の推進
文化スポーツ部 文化生涯
学習課

　市民と行政、事業者が協働してつくりあげた学習の場や多様な学習機会を通じて、高齢者の社会参加や世代を超えた地域交流活
動が行われ、「学び返し」により、地域教育力が向上しています。
　また、ボランティア人材の発掘と育成を行うことで、学習した成果を活かしながら、市民自らが地域の課題解決に取り組むとと
もに、生涯学習の担い手として携わるなど、市民の活躍によるまちづくりが進められています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

・講座への参加者数は、学習講座、スポーツ講座の数が指定管理者の運営になって以降概ね順調に推移している。
・利用者満足度は、指定管理者が毎年度末に独自調査する利用者アンケート結果に基づく。4段階評価の上位2つ「満足している」、「やや満足して
いる」とした人の割合を合算したもの。高水準と評価している。
・生涯学習サポーター登録者数は、基準値を上回っている。
・青少年音楽祭の延べ参加人数は、前年度の基準値を上回った時の出演団体数と同数であったが、延べ参加人数が若干下回った。

323,333,000 292,453,000 275,516,000

0 0 0

1,651,000 1,534,000 1,360,000

0 0 0

0 14,200,000 0

321,682,000 276,719,000 274,156,000

323,648,000 327,214,000 0

320,757,526 322,644,517 0

0 0 0

1,448,000 1,356,000 0

0 0 0

0 3,200,000 0

319,309,526 318,088,517 0

99.1 98.6 0.0

4.67 5.08 0.00

35,847,579 39,919,118 0

0.00 0.00 0.00

0 0 0

1,278,909 1,127,443 0

357,884,014 363,691,078 0

①生涯学習講座への参加者数

64,808

人

61,651 - - -

77.1 0.0 0.0 0.0

80,000

②生涯学習センターの利用者満足
度

94

％

94 - - -

104.4 0.0 0.0 0.0

90

③生涯学習サポーター登録者数

68

人

84 - - -

84.0 0.0 0.0 0.0

100
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・講座への参加者数は、学習講座、スポーツ講座の数が指定管理者の運営になって以降概ね順調に推移している。
・利用者満足度は、指定管理者が毎年度末に独自調査する利用者アンケート結果に基づく。4段階評価の上位2つ「満足している」、「やや満足して
いる」とした人の割合を合算したもの。高水準と評価している。
・生涯学習サポーター登録者数は、基準値を上回っている。
・青少年音楽祭の延べ参加人数は、前年度の基準値を上回った時の出演団体数と同数であったが、延べ参加人数が若干下回った。

　生涯学習審議会は平成１５年度にそれまでの社会教育委員の会議、公民館運営審議会、生涯学習推進協議会を統合して発足した。市の生涯学習施
策について教育委員会に答申をし、成果を挙げており、平成３０年度に行った答申をもとに第３次府中市生涯学習推進計画を策定した。
　公民館事業は、文化生涯学習課と地域コミュニティ課で業務を分担しながら実施し、地域での学習機会の提供の役割を担っている。講座の講師に
地元の知識経験者を採用するなど市民協働事業として、また学び返しの実践の場として成果を上げている。
　心身障害児・者余暇活動支援事業は、主に知的障害のある方を対象とした社会教育事業であり、社会教育・生涯学習の機会を提供するとともに、
市民ボランティアが企画・運営を担うことで障害のない人がある人と交流を深める学習活動としても成果を挙げている。
　生涯学習機会創出事業は、生涯学習センターの管理運営と講座等の事業運営を通して市民に機会を提供しているものであり、平成２５年度からの
指定管理者制度移行で、サービス水準の向上と収支の改善を両立して実現している。
　青少年音楽祭は、市内で活動する青少年音楽団体を対象に参加を募り、２日間にわたり合奏の部及び合唱の部に分け、日頃の練習の成果を発表す
る事業である。平成３０年度は合奏の部が２２団体、合唱の部が１３団体、合計３５団体が参加し、平成２９年度に引き続き過去最多の出演団体数
となった。

　国の方針として、社会教育部門が学校教育及び家庭教育を担う保護者等と連携することを求めている。平成３０年度に策定した第３次府中市生涯
学習推進計画において明らかになった本市の生涯学習の現状や課題を踏まえ、第９期生涯学習審議会で諮問事項を「第３次府中市生涯学習推進計画
の具現化に向けて」としてご審議いただいている。今後審議会からの提言を参考に具体的な施策を検討していく。また、生涯学習センターの老朽化
が進行しており、関係課と連携を図り、適切な維持管理・改修工事等を実施して施設の長寿命化を図らなければならない。
　青少年音楽祭は、毎年多くの青少年音楽団体が参加しており、ニーズの高い事業であるが、観覧者の多くが出演者の関係者であるため、関係者以
外の観覧者を増やしていきたい。

　生涯学習機会創出事業は、第３次府中市生涯学習推進計画及び生涯学習審議会の意見を踏まえ、地域人材の発掘や活用を拡充するとともに「学び
返し」の実践等を推進していく。
　青少年音楽祭は、出演関係者以外の多くの方に観覧していただけるよう広報等を工夫していく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

指定管理者の行うセミナー
は、利用者の支持が得られ
、受講者数は高水準を保っ
ている。

生涯学習センターの中長期
的な維持管理・修繕の計画
が立っていない。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

生涯学習機会創出事業

文化スポーツ部 文化生涯学習
課

主要な事務事業

1,180,176

▼生涯学習センターにおい
て指定管理者が講座開催な
どを行うことにより、講座
数の増加や内容の多様化を
進める。
▼民間事業者の持つノウハ
ウを活かして、効果的な広
報活動や学習活動の発表の
支援を行うなど、市民サー
ビスの向上及び経費削減を
図る。

▼生涯学習センターにおい
て指定管理者が講座開催な
どを行うことにより、講座
数の増加や内容の多様化を
進める。
▼民間事業者の持つノウハ
ウを活かして、効果的な広
報活動や学習活動の発表の
支援を行うなど、市民サー
ビスの向上及び経費削減を
図る。

▼生涯学習センターにおい
て指定管理者が講座開催な
どを行うことにより、講座
数の増加や内容の多様化を
進める。
▼民間事業者の持つノウハ
ウを活かして、効果的な広
報活動や学習活動の発表の
支援を行うなど、市民サー
ビスの向上及び経費削減を
図る。

▼生涯学習センターにおい
て指定管理者が講座開催な
どを行うことにより、講座
数の増加や内容の多様化を
進める。
▼民間事業者の持つノウハ
ウを活かして、効果的な広
報活動や学習活動の発表の
支援を行うなど、市民サー
ビスの向上及び経費削減を
図る。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

指定管理者はボランティア
団体と連携し、多種多様な
講座を企画している。オリ
ンピックに関する講座や、
有名講師による講堂講座な
どを実施したことは評価で
きる。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 生涯学習審議会運営事業 10 5,333,000 4,932,278 1,267,000 府中市における生涯学習の方向性
などの検討。

B 1 B A

2 公民館事業運営事業 20 3,936,000 3,760,949 3,918,000
社会教育法に基づき、実際生活に
即する教育、学術及び文化に関す
る各種の事業を行う。

B 1 B B

3 心身障害児・者余暇学習支援事業 30 1,480,000 1,353,012 1,444,000
知的障害のある18歳以上及び特別
支援学校等の生徒を対象に、社会
教育の機会と場を提供する。

B 1 B C

4 生涯学習機会創出事業 30 280,081,000 311,017,401 267,152,000
生涯学習センターの管理運営（講
座等の運営含む）・生涯学習ボラ
ンティア等生涯学習振興の担い手

B 1 A B

5 青少年音楽祭運営事業 30 1,623,000 1,580,877 1,735,000 青少年音楽祭の開催 B 1 B B

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 292,453,000 322,644,517 275,516,000
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044 図書館サービスの充実

Ⅲ 人とコミュニティをはぐくむ文化のまち（文化・学習）

04 生涯にわたる学習活動の推進
文化スポーツ部 図書館

図書館で収集、整理、保存されている図書や視聴覚資料などの情報を活用して、知的・文化的な生活を営むとともに、レファレン
スサービスを利用して、生活上の様々な課題の解決に取り組んでいます。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

市民１人当たり年間貸出数及び図書館利用者登録者数について、基準値には及ばないが、貸出業務に加え、企画展による資料紹介、学校からの要請
によるブックトークやおはなし会を実施することで本に親しんでもらう機会を増やし、図書館の利用へつなげていく。

763,175,000 770,205,000 791,032,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1,507,000 5,622,000 13,076,000

761,668,000 764,583,000 777,956,000

763,427,000 773,518,000 0

761,187,200 772,079,698 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1,442,375 5,519,716 0

759,744,825 766,559,982 0

99.7 99.8 0.0

22.00 22.00 0.00

168,995,728 172,878,068 0

17.00 17.00 0.00

53,046,800 53,140,062 0

3,146,425 3,037,766 0

986,376,153 1,001,135,594 0

①市民１人当たり年間図書等貸出
数

8.6

点

8.1 - - -

79.4 0.0 0.0 0.0

10.2

②図書館利用者登録者数

159,871

人

151,479 - - -

91.5 0.0 0.0 0.0

165,500

③レファレンス件数

4,284

件

4,845 - - -

108.9 0.0 0.0 0.0

4,450
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市民１人当たり年間貸出数及び図書館利用者登録者数について、基準値には及ばないが、貸出業務に加え、企画展による資料紹介、学校からの要請
によるブックトークやおはなし会を実施することで本に親しんでもらう機会を増やし、図書館の利用へつなげていく。

平成１９年度に完成した中央図書館は、ＰＦＩ方式により建設し、ＰＦＩ事業者に一部管理運営を委託している。ＰＦＩ事業者の実施する事業（講
習会、朗読会やビジネス支援講座等）とともに、市で実施する各講座、講演会のほか、テーマ展示等を行い、本に親しんでもらえる取組を実施した
。平成２９年度に実施した図書館情報システム更新と同時期にホームページのリニューアルを図ることで、検索機能の充実とともにインターネット
予約の利用を促進できた。同年８月からは、市政情報センターでの図書取次を開始した。
また、平成２５年度から始まった第３期府中市子ども読書活動推進計画に基づき、図書館の資料の充実、来館する児童・生徒への資料提供や調べ物
の協力、学校との連携等により、読書の推進を図ってきたが、同計画期間が平成２９年度で終了することから、引き続き、子どもの読書活動の総合
的かつ計画的な推進を図るため、平成３０年度を始期とする第４期府中市子ども読書活動推進計画を策定した。現在のＰＦＩ事業終了後の次期運営
手法の検討に向けた調査を実施した。

スマートフォンの普及により、ウェブでの予約の割合が増えるなど、インターネットからの利用が増えていることをふまえ、図書館ホームページを
含めた様々な方法で情報発信を行っていく。また、市民生活の環境変化により、市民の要望も多様化している。新たなサービスについては、ＰＦＩ
事業者（民間ノウハウの活用）を含め、情報収集に努めて、対応を検討していく。さらに、第４期府中市子ども読書活動推進計画に基づく事業を行
い、子どもの読書活動を推進していく。

ボランティアとの協働により実施している事業については、ボランティアの充実や技術の向上がサービスに直結するため、養成講座等を継続してい
く。図書館を利用していない人に、来館し利用していただけるよう、魅力ある企画等を行い、ＰＲしていく必要がある。
また、令和４（２０２２）年９月末にＰＦＩ契約が終了することから、中央図書館の次期運営手法について、地区図書館の運営も含め、図書館協議
会の審議をふまえて検討する。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

やや遅れているが、概ね順
調

インターネットによる予約
割合が増えてきている。お
はなし会の参加者数につい
て、年度ごとの増減がある
が、一定の数値で推移して
いる。

貸出数、登録者数ともに減
少傾向となっている。ラグ
ビーワールドカップやオリ
ンピック・パラリンピック
に関する企画展の実施など
、利用や貸出増に向けた事
業を実施していく。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

中央図書館運営事業

文化スポーツ部 図書館

主要な事務事業

37,240

▽市及び事業者の特集展示
の実施
▽市主催事業（「科学あそ
び」、講演会）の実施
▽事業者主催事業（朗読会
、講演会等）の実施
▽次期運営手法の検討に向
けた調査の実施

▽市及び事業者の特集展示
の実施
▽市主催事業（「科学あそ
び」、講演会）の実施
▽事業者主催事業（朗読会
、講演会等）の実施
▽建物診断調査の実施
▽次期運営手法の検討

▽市及び事業者の特集展示
の実施
▽市主催事業（「科学あそ
び」、講演会）の実施
▽事業者主催事業（朗読会
、講演会等）の実施
▽次期運営手法の導入に向
けた調査

▽市及び事業者の特集展示
の実施
▽市主催事業（「科学あそ
び」、講演会）の実施
▽事業者主催事業（朗読会
、講演会等）の実施
▽次期運営手法の導入に向
けた準備

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

市及び事業者主催の事業に
ついては、予定どおり実施
できた。入館者1000万人を
記念し、セレモニーを実施
した。また、次期運営手法
の検討に向けた調査を実施
し、その結果から今後の取
組等を検討した。

地区図書館運営事業

文化スポーツ部 図書館

主要な事務事業

301,260

▽全館での資料の充実
▽全館共通展示の実施
▽各館独自での事業の実施
▽ＹＡコーナーのＰＲ・利
用促進
▽学校との連携強化
▽地域に根差した地区図書
館を目指す
▽宮町図書館の新庁舎への
移転についての検討

▽全館での資料の充実
▽全館共通展示の実施
▽各館独自での事業の実施
▽ＹＡコーナーのＰＲ・利
用促進
▽学校との連携強化
▽地域に根差した地区図書
館を目指す
▽宮町図書館の新庁舎への
移転についての検討

▽全館での資料の充実
▽全館共通展示の実施
▽各館独自での事業の実施
▽ＹＡコーナーのＰＲ・利
用促進
▽学校との連携強化
▽地域に根差した地区図書
館を目指す
▽宮町図書館の新庁舎への
移転についての検討
討

▽全館での資料の充実
▽全館共通展示の実施
▽各館独自での事業の実施
▽ＹＡコーナーのＰＲ・利
用促進
▽学校との連携強化
▽地域に根差した地区図書
館を目指す
▽宮町図書館の新庁舎への
移転についての検討

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

資料購入等を適切に行い、
蔵書数は微増している。
全館共通展示など、利用の
推進を図った。
宮町図書館の新庁舎への移
転に関して、関係課と検討
した。

レファレンスサービス事業

文化スポーツ部 図書館

主要な事務事業

2,988

▽レファレンス講座の実施
▽レファレンス研修の実施
▽都立図書館研修への参加
▽データベースのＰＲ・利
用促進
▽ＯＰＡＣの検索案内
▽国立国会図書館デジタル
化資料送信サービスの開始

▽レファレンス講座の実施
▽レファレンス研修の実施
▽都立図書館研修への参加
▽データベースのＰＲ・利
用促進
▽ＯＰＡＣの検索案内

▽レファレンス講座の実施
▽レファレンス研修の実施
▽都立図書館研修への参加
▽データベースのＰＲ・利
用促進
▽ＯＰＡＣの検索案内

▽レファレンス講座の実施
▽レファレンス研修の実施
▽都立図書館研修への参加
▽データベースのＰＲ・利
用促進
▽ＯＰＡＣの検索案内

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

利用者の多様なニーズに応
えるため、職場内研修の実
施に加えて都立図書館での
研修にも参加し、職員のス
キルアップに努めた。
また、国立国会図書館デジ
タル化資料送信サービスを
開始した。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 中央図書館運営事業 30 12,484,000 12,450,511 14,420,000 利用者の読書の楽しみや学習意欲
を促進・対応するサービス運営

B 1 A A

2 中央図書館複合施設整備等事業 30 646,639,000 646,256,614 662,324,000 中央図書館の複合施設整備等事業
費の債務負担行為解消分

B 1 A B

3 図書館維持管理事業 30 34,826,000 37,840,406 35,864,000 図書館施設の清掃及び施設整備の
保守、安全業務

B 1 A C

4 地区図書館運営事業 30 73,667,000 73,039,319 75,482,000 利用者の読書の楽しみや学習意欲
を促進・対応するサービス運営

B 1 A A

5 レファレンスサービス事業 30 765,000 751,771 1,136,000 レファレンスサービスの充実と、
きめ細かい読書相談の運営

B 1 A B

6 児童・青少年サービス事業 30 641,000 593,282 627,000
子どもが本を楽しみ、読書する力
を身に付けて、人生をより豊かに
生きることを目的としての運営

B 1 A B

7 ハンディキャップサービス事業 30 1,183,000 1,147,795 1,179,000 通常の図書館利用が困難な利用者
に対するサービス運営

B 1 A B

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 770,205,000 772,079,698 791,032,000


